
TOPGUN PROJECT 2015

２０１５年１０月２０日（火）～２１日（水）
メルパルク東京

「錦織ブーム」から「テニスブーム」へ

錦織圭選手の活躍のおかげで、テニスの人気は高まっています。しかし、残念ながら、

その人気をテニス事業に、まだまだ、活用できていない現状があります。このままでは、

せっかくのチャンスを逃してしまうことになってしまいます。

今回のTOPGUN PROJECTでは、これからのテニス事業を発展させるために、何が必要な

のか？ もっと、会社や自分自身の生活を豊かにするためには、どうすればいいのか？

そのことを考えるきっかけとしていただきたいと考えて企画しました。

イチロー選手や田中将大選手から学んだ奥村幸治氏の講演を聞いていただくことで、

自分の力を育てる方法がわかると思います。さらに、大きな成果を出しているテニス事

業者の方々の話を聞いていただくことで、自社を成長させるヒントを得ることができる

と思います。

そして、２日目は、世界で３０００万部、日本でも２００万部を超えるベストセラー

となっている『７つの習慣』のセミナーをフランクリン・コヴィー・ジャパン（株）の

副社長、竹村富士徳氏に行っていただきます。仕事に役立つことはもちろんですが、こ

のセミナーを受けていただくことで、人生が変わる方もいるはずです。一人でも多くの

方にご参加をいただけると嬉しいです。ご参加をお待ちしています。



" TOPGUN PROJECT 2015 "
開 催 要 項

■名 称：経営勉強会 TOPGUN PROJECT 2015

■開催組織：主 催：公益社団法人日本テニス事業協会
主 管：公益社団法人日本テニス事業協会研修委員会
後 援：公益社団法人日本プロテニス協会（予定）
協 賛：サントリーフーズ株式会社

■会 場：メルパルク東京 〒105-8582 東京都港区芝公園2-5-20 TEL 03-3433-7210

【ＪＲ・モノレール浜松町下車徒歩８分、地下鉄三田線芝公園駅下車徒歩２分

地下鉄浅草線・大江戸線大門駅下車徒歩４分】

■期 日：平成２７年１０月２０日（火）～２１日（水）

■対 象：全国各地のテニス事業従事者及び業界関係者
１．クラブオーナー・マネージャー・コーチ・フロント等
２．スクール代表・マネージャー・コーチ・フロント等
３．テニス関連事業従事者

■定 員：１日目－１５０名 （先着順にて締切） ２日目－１００名 （先着順にて締切）

■参加費用：１＆２日目参加 …………… ①加盟会員 23,500円（税込25,380円）

（昼食２回、懇親会費を含む）②ﾃﾆｽﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 18,500円（税込19,980円）

③非 加 盟 33,500円（税込36,180円）

１日目のみ参加 …………… ①加盟会員 18,000円（税込19,440円）

（昼食、懇親会費を含む） ②ﾃﾆｽﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 14,000円（税込15,120円）

③非 加 盟 28,000円（税込30,240円）

２日目のみ参加 …………… ①加盟会員 13,000円（税込14,040円）

（昼食を含む） ②ﾃﾆｽﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 9,500円（税込10,260円）

③非 加 盟 23,000円（税込24,840円）

宿泊： メルパルク東京 10,000円（シングルルームA、１泊朝食付・税・サ込み）

（先着１0名、希望の方は申込書にご記入下さい）

■キャンセル料：当日100％、１営業日前50％のキャンセル料金を頂戴いたします。（土日祝は休業です）
※２営業日前まではキャンセル料は発生しません。（返金手数料は参加者負担とします）

■ポイント：(公財)日本体育協会公認テニス指導者の方（①スポーツ指導員、②コーチ、③教師）
（申請中） ならびに(公社)日本プロテニス協会資格者の方は本セミナーにおいて(公財)日本テニス

協会／(公社)日本プロテニス協会の研修ポイントを１日につき２ポイント取得出来ます
ので、申込書に登録団体と登録Noをご記入下さい。
なお、JTA登録者は当日、公認テニス指導者研修会実習活動実績証をご持参下さい。

■申込締切：平成２７年１０月１３日（火）

■申 込 先：公益社団法人日本テニス事業協会 事務局
〒160-0023 東京都新宿区西新宿1-8-3 小田急明治安田生命ビルＢ１
TEL 03-3346-2007 FAX 03-3343-2047 URL http://jtia-tennis.com

■申込方法：所定の申込用紙に必要事項をご記入の上、上記申込先まで郵送又はＦＡＸにてご
送付下さい。（お申し込み後、受付確認票をＦＡＸにてお送りいたします。）
なお、参加費用は締切日までに下記口座にお振込みをお願いいたします。

【振込先口座】 銀 行 名：三菱東京UFJ銀行 新宿中央支店
口座番号：普通口座 No.５４４８９３８
口 座 名：公益社団法人日本テニス事業協会 研修会事務局
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テーマ／「錦織ブーム」から「テニスブーム」へ 平成２７年１０月２０日（火）

時 間 会場 内 容

9:30～10:00 瑞雲 受付 メルパルク東京 ５F

10:00～10:10 瑞雲 開会挨拶 大久保清一会長

10:10～12:10 瑞雲 講 師：NPO法人ベースボールスピリッツ 理事長 奥村 幸治氏
テーマ：「プロ野球チームにみる、強いチームの作り方。イチロー、田中将大が実

基調講演 践する自分力の育て方」
打撃投手をプロ野球の世界で4年経験してきた裏方としての観点、イチロ
ー選手を側で見てきた経験、少年野球チーム宝塚ボーイズの教え子である
田中将大選手の活躍する理由。強いチームには理由がある。裏方としての
観点からお話しいただきます。

推薦図書：「一流の習慣術」
「超一流の勝負力 マー君とイチローが実践した「自分を超える」思考法 」

12:10～13:10 瑞雲 昼食（お弁当）

13:10～14:10 瑞雲 講 師：リトルプリンステニスクラブ 代表取締役 荒井 秀樹氏
テーマ：「先義後利の精神で、お客様の喜びを創ろう」

事例紹介 一人でも多くの方々にテニスの楽しさを伝え、テニスを通じて心身ともに
元気で楽しいライフスタイルを送っていただきたいという思い。又、ジュ
ニア部門、一般部門に分けて日々の技術指導プラス楽しさで、続けたくな
るプログラムを紹介。その他、新規集客の方法に、あいさつキャラクター
テニボ君を活用した内容等についてお話しいただきます。

14:20～15:20 瑞雲 講 師：株式会社メガロス 商品開発部 商品開発課 担当課長 境 敬行氏
テーマ：「総合スポーツクラブの中にあるテニススクールとしてできることは」

事例紹介 スポーツクラブにあるフィットネスやスイミングスクールの強みを生かし
た事例や、週６営業の中、１面平均650～700名を実現してきたメガロスの
テニスファン拡大の試みなどについてお話しいただきます。

15:30～16:30 瑞雲 講 師：株式会社ソニックスポーツ 代表取締役社長 力久 幸一朗氏
テーマ：「他業種から見たテニス事業、成功の鍵は人材にあり」

事例紹介 生命保険会社勤務からテニス事業を立ち上げ12店舗の運営に関わってきた
力久氏の独特な人の活かし方、これまでの経営、他業種から見たテニス事
業の魅力をお話しいただきます。

16:40～17:40 瑞雲 講 師：長永スポーツ工業株式会社 事業統括本部 副部長 長谷川 将平氏
テーマ：「児童における体力増進～ボルダリング、スラックラインを用いたアプローチ～」

事例紹介 昨今、児童の体力低下が叫ばれています。技術の進歩により外遊びの減少、
また治安低下による遊ぶ場所の減少等、様々な原因が考えられます。
昔であれば遊びながら自然に体力がついていました。しかし今はスポーツ
をする子しない子で体力の差が出てきています。そこで昔は遊びとしてい
た岩登り、綱渡りをボルダリング、スラックラインというスポーツとして
児童教育に入れてみるのはどうだろうか？等、様々なデータを基にお話し
いただきます。

18:00～19:30 孔雀 懇親会 ４F

平成２７年１０月２１日（水）

時 間 会場 内 容

9:30～10:00 瑞雲 受付 メルパルク東京 ５F

10:00～16:00 瑞雲 講 師：フランクリン・コヴィー・ジャパン株式会社 副社長 竹村 富士徳氏
ワークショップ テーマ：「７つの習慣」 －人格主義に基づいたリーダーシップの原則－

リーダーシップ研究の第一人者であるスティーブン・R・コヴィー博士が、



アメリカ建国200年にあたり、過去の成功者に通じる原則、「パラダイム®」、
※12:00～13:00 行動をまとめあげたのが、『７つの習慣』です。企業の経営者から学生、
昼食（お弁当） 主婦にいたるあらゆる層に受け入れられ、今なお支持され続けています。

書籍『７つの習慣』は世界で3,000万部、日本国内でも200万部を突破し、
世界でビジネス書の歴史No.1を記録しています。

「７つの習慣」は、個人がリーダーシップを発揮し、組織や人間関係の中
で、相乗効果を発揮していくプロセスです。この「７つの習慣」の成長の
連続体と呼ばれるモデルは、「依存状態」から自己リーダーシップとして
の「自立状態」、そして人間関係におけるリーダーシップとしての「相互
依存状態」へと成長の段階を表しています。

「7つの習慣」
■第１の習慣： 主体的である
■第２の習慣： 終わりを思い描くことから始める
■第３の習慣： 最優先事項を優先する
■第４の習慣： Win-Winを考える
■第５の習慣： まず理解に徹し、そして理解される
■第６の習慣： シナジーを創り出す
■第７の習慣： 刃を研ぐ

今回のセミナーでは、「7つの習慣」の概要を紹介しながら、自分自身のリ
ーダーシップの影響力を広げていくために、何を理解し、何をすべきなの
かをお伝え致します。

16:00～16:10 瑞雲 閉会 中山和義研修委員長

＊スケジュール・講演内容等につきましては都合により変更される場合もございますが、その際はご了承くださいますようお願い申し上げます。

北 海 道 テ ニ ス 事 業 協 会
埼 玉 県 テ ニ ス 事 業 協 会
千 葉 県 テ ニ ス 事 業 協 会
東 京 都 テ ニ ス 事 業 協 会
神奈川県テニス事業協会
愛 知 テ ニ ス ク ラ ブ 連 盟
三 重 県 テ ニ ス 事 業 協 会
近 畿 テ ニ ス 事 業 協 会
広 島 県 テ ニ ス 事 業 協 会




